
南ア深南 雨畑川支流 遠沢 
遡行日：08年７月２０日～21日 

メンバー：三井 

    他会員３名 

 

「遠沢」は２０００年に荒木氏（退会）

と行っているのだが今回、渓流釣りに傾

斜している富士のＢ会にいるＯ君から

「釣りをやりながらのんびり行きません

か。」と誘われ、「たまにはそういうのも

いいか。」という事でその気になる。他に

富士宮のＦ会に所属するＭ氏とＮさん

（女性）の２名が参加でまとまる。  

    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

猿沢橋の袂が小広くなっていて車をとめ

られる。ところが既に軽トラが一台止ま

っている。荷台をみても山仕事の車とは

思えない。多分、釣師。出鼻を挫かれた

感じ。 

それはとも角支度を済ませスタート。 

入渓しなんぼも歩かないうちにＯ君がス

トップの合図。早速ザックから竿を出し

て釣の支度。「えー、もうここから？」と

は思うものの今回の山行はこういう事だ

ろう。 

Ｏ君とＭ氏は暫く竿を出しながら行くも

どうも当たりが無いよう。僕も竿を持っ

てきているのだが出すまでもなさそうだ。 

一旦、竿を畳んで遡行に専念して進んで

行くと前方に釣師が目に入る。「やっぱり

な…。」 

こういう時にはとにかく摩擦を起こさぬ

よう話をつけて先行させてもらうように

するのが肝心。釣師が竿を上げたところ

で声を掛ける。釣師が振り向いたのだが

その顔を見てお互いに「アーッ。」の声。 

なんと知り合いの人だ。その知人が渓流

釣りが趣味なのは知っていて以前、渓流

釣りの話しをしている時に「遠沢」が釣

れる、と確か言っていたのを思い出した。

正に奇遇という他は無い。 

釣果を聞くとその知人は「ここまで全然

当たりがない。」と渋い表情。この間の大

雨で以前とは渓相が変わってしまってど

うも良くない、との事。 

暫くそんな話しをしてから我々は先行さ

せて貰う。この点は助かった。 

間もなく12ｍの直瀑。右から巻いたがこ

の滝は中間が少しヌメっているが流芯の

左から直登は可能だろう。 

沢は全体的には河原状で滝も大きなもの

はなく遡行は容易だ。右俣を分け、5.6

ｍの滝を快適に越えると登れない滝。左

岸から巻きにかかるが落ち口にトラバー

スできず追い上げられ沢床に戻る。前に

来た時とはどうもルートのとり方が悪い。 

今日はあまり進んでも仕方ないので時間

は早いがテン場を探しながら行く。大き

めの石がゴロゴロしていて中々いい所が

ない。それでも辛うじてまずまずのテン

場を見つけツエルトとフライで幕を張る。 

疎林の下で枯れ枝が散乱していて薪を集

める手間ガいらない。直に焚き火の火が

おき、のんびりと寛ぐ。 

肝心の魚は夕まづめにＭ氏が辛うじて一

匹吊り上げただけ。いい形のアマゴだっ

た。 

 

翌日、７時少し前に出発。所々に小滝混

じりのナメ帯があったりで美渓とはいえ

ないがまずまずの渓相。淡々と遡行して

いく。 

やがて奥の二俣。右は青笹山に、左は青

枯山に出るのだろう。左に入る。 

これが酷いガレ沢で少し動いても石が落

ちそうで嫌らしい。 

早々に右の尾根に逃げて稜線を目指すが

うまいことに明瞭な鹿道があり、２時間

ほどでその稜線にあがる。 

小笹が敷き詰められたようになっていて

その中にどっかと腰を下ろす。 

Ｍ氏とＮさんは滅多に来られないところ、

という事で青笹山のピークにピストンに

空身で出かけ、僕とＯ君は昼寝。 

一時間ほどでピストン組が戻り、腰を上

げる。 

僅かな登りで青枯山を越え少し南下した

辺りから急な斜面を「西河内沢」の源頭

を目がけて下る。 



前に来た時には暫く下ると左岸側に伐採

地があり、そこに仕事道があったのでそ

れを辿ったらあっさりと林道にでたのだ

が今回は下降点が違ったのかそれらしい

ところに出ず、沢も倒木やボサが邪魔し

たりして下り難く、うんざりしてきたの

で途中から枝尾根に移って下降して行く。 

薄っすらとした踏み跡がありそれを追っ

て下ってくと間もなく小広い河原状の西

河内沢の二俣にでた。 

あとは右岸側の踏み跡を辿っていくと程

なく林道と合流し、舗装された道を小一

時間ほど歩いて車に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


